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●
今
議
会
の
概
要 

平
成
20
年
度
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
27

日
に
召
集
さ
れ
、
12
月
12
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

今
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
件

数
は
、
全
11
件
で
、
そ
の
内
訳
は
、
『
予
算
案
』

が
１
件
、
『
条
例
案
』
が
６
件
、
『
一
般
議
案
』 

                                      が
４
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
の
発
議
５
件
（
条
例
案

１
件
・
意
見
書
４
件
）
と
市
民
か
ら
の
請
願
３

件
、
陳
情
４
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
市
長
提
出
の
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
は
全
員
一
致
も
し
く
は
賛
成
多
数
で
可

決
、
議
員
発
議
に
つ
い
て
は
条
例
案
が
否
決
、

意
見
書
は
す
べ
て
可
決
、
請
願
も
す
べ
て
不
採

択
、
陳
情
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
関
連
の
も
の

２
件
が
採
択
送
付
、
継
続
中
だ
っ
た
１
件
が
引

き
続
き
継
続
審
査
と
な
り
、
残
り
１
件
は
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
議
会
中
に
提
出
さ

れ
た
陳
情
２
件
に
つ
い
て
は
自
動
的
に
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。 

最
終
日
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
人
事
案
件

１
件
が
全
会
一
致
で
採
決
さ
れ
、
第
４
回
定
例

会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

●

 

12
月
４
日
の
我
が
会
派
の
石
井
茂
隆
議
員

の
代
表
質
問
に
対
し
、
鶴
岡
市
長
は
「
市
長
を

務
め
る
に
は
意
見
や
忠
告
を
聞
き
と
る
気
力
と

体
力
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
、
続

け
て
「
も
う
１
期
４
年
間
持
ち
続
け
る
自
信
が

な
い
」
と
本
年
６
月
の
市
長
選
挙
に
は
出
馬
し

い
意
向
を
正
式
に
表
明
し
ま
し
た
。 

鶴
岡
市
長
の
引
退
表
明
に
つ
い
て 

な

 

答
弁
で
は
、
具
体
的
な
後
継
指
名
は
し
な
か

っ
た
も
の
の
「
素
晴
ら
し
い
後
継
者
も
育
っ
て

き
た
」
と
林
副
市
長
を
暗
示
す
る
よ
う
な
発
言

も
あ
り
、
林
副
市
長
も
今
議
会
の
最
終
日
に
副

市
長
を
12
月
25
日
付
で
辞
任
す
る
旨
の
挨
拶

を
行
い
、
非
公
式
な
が
ら
も
我
が
会
派
に
出
馬

る
意
向
を
伝
え
て
参
り
ま
し
た
。 

す

 

正
式
に
は
、
退
任
す
る
25
日
に
出
馬
表
明
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
我
が
会
派
と
し
て
は
、

今
後
林
前
副
市
長
の
具
体
的
な
政
策
を
し
っ
か

り
聞
い
た
上
で
、
推
薦
す
る
か
ど
う
か
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

●
来
年
度
予
算
編
成
の
考
え
方
に
つ
い
て 

新
年
度
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
、
歳
入
は
、

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
法
人
市
民
税
や
固
定

資
産
税
な
ど
の
市
税
が
、
今
年
度
当
初
予
算
に

比
べ
約
66
億
の
減
収
と
な
る
見
込
で
あ
り
、
各

種
基
金
や
売
却
可
能
な
未
利
用
地
等
の
臨
時
的

な
財
源
も
僅
か
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
依
存
財
源
も
、
引
き
続
き
普
通
交
付

税
が
不
交
付
に
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
国
庫
補

助
負
担
金
は
、
国
の
動
向
を
見
極
め
る
必
要
が

あ
り
、
市
債
も
、
可
能
な
限
り
抑
制
を
図
る
必

が
あ
る
そ
う
で
す
。 

要
 

一
方
、
歳
出
は
、
扶
助
費
や
公
債
費
な
ど
義

務
的
経
費
や
債
務
負
担
行
為
の
償
還
金
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
に
は
、
急
速
に
進
展
す
る

少
子
・
高
齢
社
会
へ
の
的
確
な
対
応
や
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
な

ど
に
、
多
額
の
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
厳
し
い
財
政
収
支
と
な
っ
て
お
り
、
約

224
億
円
の
収
支
不
足
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。 

 

そ
こ
で
、
新
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、
新
行
政
改
革
推
進
計
画
及
び
財

政
健
全
化
プ
ラ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
振
り
返
り
、
目
標
の
達
成
に
向
け
、
推
進

項
目
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
改
善
策
等
に
、

可
能
な
限
り
予
算
に
反
映
し
て
い
く
と
と
も

に
、
第
２
次
５
か
年
計
画
で
は
、
緊
急
性
・
重

要
性
な
ど
か
ら
事
業
の
厳
選
を
行
っ
た
上
で
、

着
実
な
推
進
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
来
年
早
々
の
市
長
査
定
に
お

い
て
大
幅
に
事
業
費
の
削
減
を
図
る
と
と
も

に
、
公
共
料
金
の
見
直
し
や
国
の
財
政
対
策
を

睨
み
な
が
ら
、
収
支
不
足
を
補
っ
て
い
く
考
え

だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。 

●
今
議
会
の
議
案
の
概
要 

137
号
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
、
受
給
者

の
増
加
に
伴
う
生
活
保
護
費
の
追
加
と
、
地
方

税
法
改
正
に
伴
う
個
人
住
民
税
の
公
的
年
金

特
別
徴
収
に
対
応
す
る
た
め
の
税
務
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
に
つ
い
て
国
庫
支

出
金
等
を
財
源
と
し
て
追
加
す
る
と
と
も
に
、

本
年
４
月
の
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
失

効
に
伴
う
減
収
相
当
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
歳

入
の
補
正
を
あ
わ
せ
て
行
う
も
の
で
す
。 

138
号
は
、
暴
力
団
に
よ
る
公
の
施
設
の
使
用

を
制
限
す
る
た
め
、
使
用
の
不
許
可
等
の
要
件

に
、
暴
力
団
の
利
益
と
な
る
場
合
を
加
え
る
も

の
で
、
139
号
は
、
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
で
き
る
契
約
の
範
囲
を
拡
大
す
る

も
の
で
、
141
号
は
、
産
科
医
療
補
償
制
度
の

創
設
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
改
定

す
る
も
の
で
、
142
号
は
、
食
品
営
業
者
に
対

し
、
消
費
者
の
健
康
被
害
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
報
告
義
務
を
課
す
も
の
で
、
い
ず
れ
も
条

例
の
改
正
案
で
す
。 

145
号
は
、
花
園
中
学
校
改
築
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
、
146
号

及
び
147
号
は
、
さ
つ
き
が
丘
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
及
び
真
砂
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

（
裏
面
へ
） 
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昨
年
も
私
の
議
会
活
動
に
対
し
、

別
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を 

格

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
に
「
変
」
が

ば
れ
ま
し
た
が
、 

選

皆
様
は
ど
う
お
感
じ
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。 

米
国
次
期
大
統
領
の
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
（
変
革
）
」
の
意
味
で
あ
れ
ば
、
前
向
き
な
「
変
」

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
乱
高
下
す
る
ガ
ソ
リ
ン
の
価
格
「
変
」
動
、
物
価
の

上
昇
や
景
気
の
低
迷
に
よ
る
生
活
の
「
変
」
化
、
そ
し
て
秋
葉
原
の
無
差
別
殺
人
、
官
僚
を

狙
っ
た
連
続
殺
人
に
象
徴
さ
れ
る
こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
理
解
で
き
な
い
「
変
」
っ
た
事
件

を
思
い
浮
か
べ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
国
会
で
は
、
内
閣
改
造
し
て
一
ヶ

月
足
ら
ず
で
首
相
が
「
変
」
わ
り
、
新
し
く
就
任
し
た
麻
生
首
相
も
発
言
が
コ
ロ
コ
ロ
「
変
」

わ
る
な
ど
、
支
持
率
も
マ
イ
ナ
ス
方
向
へ
「
変
」
動
し
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
国
民
の
生
活

を
第
一
に
考
え
、
国
会
の
体
質
も
「
変
」
革
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

我
々
千
葉
市
議
会
も
同
様
に
「
変
」
革
の
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら

情
報
公
開
を
更
に
推
進
す
る
と
と
も
に
議
員
報
酬
の
削
減
や
費
用
弁
償
の
全
廃
、
海
外
視
察

の
取
り
止
め
な
ど
、
積
極
的
に
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
改
革
の
流
れ

を
更
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
昨
年
一
〇
月
に
立
ち
上
げ
、
全
面
的

な
議
会
改
革
に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

私
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
更
な
る
改
革
改
善
に
邁
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
す
る
と
と

も
に
、
議
会
の
み
な
ら
ず
行
政
全
体
の
改
革
に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
が
千

葉
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、
今
年
も
努
力
精
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
二
一
年
元
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千
葉
市
議
会
議
員

小 

川 

智 
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☆
答
弁
（
都
市
局
長
） 

 
 

特
別
緑
地
保
全
地
区
の
指
定
に
よ
る
、

加
曽
利
貝
塚
周
辺
の
自
然
環
境
の
保
全

に
つ
い
て
で
す
が
、
特
別
緑
地
保
全
地
区

は
、
都
市
緑
地
法
に
基
づ
く
地
域
制
度
で
、

都
市
計
画
決
定
と
土
地
所
有
者
の
優
遇

税
制
に
よ
り
、
民
有
地
の
ま
ま
で
現
状
を

保
全
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

特
別
緑
地
保
全
地
区
の
管
理
は
、
土
地

所
有
者
が
自
ら
行
う
も
の
で
す
が
、
近
年
、

土
地
所
有
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
維

持
管
理
が
困
難
と
な
る
場
合
も
見
受
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
市
民
の
協
力
に
よ
り
管

理
・
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
市
民
緑

地
や
谷
津
田
の
保
全
制
度
を
併
せ
て
活

用
し
、
良
好
な
自
然
環
境
を
保
全
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

   

●
『
若
葉
区
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
』 

若
葉
区
に
は
、
現
在
整
備
中
の
場
所
を

含
め
、
ま
だ
ま
だ
歩
道
整
備
が
必
要
な
個

所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
国
道
126
号
加
曽
利
地
区
、
若

松
高
校
西
側
の
若
松
町
14
号
線
、
市
道
仁

戸
名
町
平
山
町
線
、
若
松
町
23
号
線
の
歩

道
整
備
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
及
び
完
成

時
期
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。 
☆
答
弁
（
建
設
局
長
） 

月
に
、
境
界
立
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

一
部
に
現
地
と
公
図
に
大
幅
な
相
違
が

あ
り
、
法
務
局
と
調
整
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
警
察
と
の
協
議
つ
い
て
は
、

昨
年
、
概
ね
終
了
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
、
国
に
協
力
し
て
地
元
町
内
会

な
ど
と
の
調
整
を
行
い
、
歩
道
整
備
の
早

期
完
成
を
目
指
し
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

次
に
、
若
松
高
校
脇
の
若
松
町
14
号
線

の
歩
道
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、

千
葉
県
教
育
委
員
会
及
び
若
松
高
校
と

土
地
の
借
用
に
つ
い
て
協
議
が
整
い
ま

し
た
の
で
、
平
成
21
年
３
月
の
完
成
に
向

け
整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

次
に
、
仁
戸
名
町
平
山
町
線
は
、
平
成

20
年
度
末
ま
で
に
全
長
350
ｍ
の
う
ち
約

240
ｍ
を
整
備
し
、
平
成
21
年
度
内
に
全

線
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

最
後
に
若
松
町
23
号
線
は
平
成
20
年

度
末
ま
で
に
全
長
450
ｍ
の
う
ち
約
340
ｍ

を
整
備
し
、
平
成
21
年
度
内
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。 

（
以
上
が
12
月
10
日
に
私
が
行
っ
た
質
問

内
容
と
答
弁
の
概
要
で
す
） 

を
検
討
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
検
討
内

行
う
こ
と
が

福
岡
市
で
は
、
福
岡
市
薬
物
乱
用
防
止

し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
周

辺
の
貝
塚
や
自
然
環
境
は
、
十
分
に
守
ら

ま
ず
、
国
道
126
号
加
曽
利
地
区
の
歩
道

整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
年
８

  

 

容
に
沿
っ
た
実
践
活
動
を
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